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国民の森林・国有林

令和８年度

夕張岳頂上からの風景

管 内 概 要



空知森林管理署は、石狩空知森林計画区の夕張山系地域の6市5町に広がる、約16.４万
HAの国有林野の管理経営をしています。

夕張岳（1,668M）、芦別岳（1,727M）を主峰とし、空知川、幾春別川、夕張川等の集
水域となる山地で、トドマツ、エゾマツ、ミズナラ、カンバ類等が混交する天然林を主体と
し、一部トドマツ、アカエゾマツ等の人工林で構成されています。また、石狩平野には、防
風保安林が格子状に配置されています。

これらの森林は、木材を供給するばかりでなく、国土の保全や水源の涵養、地球温暖化を
もたらす二酸化炭素の吸収・貯蔵、レクリエーションの場や野生生物のすみかの提供など、
森林の有する多面的な機能の発揮により私たちにとってかけがえのない存在となっています。

管理経営の基本は
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公益的機能の一層の推進です

空知森林管理署管内図

山
空知森林管理署

岩見沢森林事務所

幾春別森林事務所

夕張森林事務所

奥主夕張森林事務所

南部森林事務所

沼の沢森林事務所

紅葉山森林事務所

由仁森林事務所

辺渓森林事務所

野花南森林事務所

西芦別森林事務所

咲別森林事務所

幌子森林事務所
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機能類型にふさわしい
森林の取扱いを進めています

機能類型の考え方

山地災害防止タイプ

2.0万ha (12％）

自然維持タイプ

1.4万ha (9％）

国有林の森林の区分 
森林に対する国民の期待は、国土の保全や水源の涵養に加え、地球温暖化の防止、生物多

様性の保全など、公益的機能の発揮を中心として多岐にわたっています。
令和４年度に策定した石狩空知森林計画区の「地域管理経営計画」では、こうした国民の

期待を受け、空知森林管理署の国有林野を重視すべき機能に応じて以下の四つの機能類型に
区分して、公益重視の管理経営に取り組んでいくこととしています。

機能類型区分

山地災害防止及び土壌保全
機能を重視すべき森林

原生的な森林生態系や属地
的な生物多様性保全機能を
重視すべき森林

良質な水の安定供給など水
源の涵養機能を重視すべき
森林

水源涵養タイプ

12.7万ha (76％）

森林空間利用タイプ

0.5万ha (3％）

森林とのふれあいの場とし
ての機能を重視すべき森林

芦別市 3353林班

崕山

利根別自然休養林

三笠市 212林班

※ 機能類型区分の面積には
森林外面積も含んでいます。
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公益的機能の維持増進のために
さまざまな取組を進めています

私たちが普段あたりまえのように思っている安全で快適
な暮らし。その陰には水源の涵養や山地災害の防止などをは
じめとする多面的な森林の働きがあります。それらの働きを
高めるため、国有林のほとんどが保安林に指定されており、
森林法に則った適正な管理を行っています。

保安林の整備

保護林の設定

原生的な自然環境の維持、貴重な野生生物の保護、遺伝子の保存などに必要な森林を保
護林に設定し、適切な保護・管理に努めています。

管内では、ユウパリコザクラ、ユウバリソウなどの生息地として有名な夕張岳生物群集
保護林や崕山高山植物希少個体群保護林、月形スギ希少個体群保護林など合わせて１７箇
所が保護林に設定されています。

夕張岳生物群集保護林
(夕張市 夕張岳担当区)

渓間工
（三笠市 桂沢担当区）

崕山高山植物希少個体群保護林
(芦別市 惣芦別担当区)

エゾシカ対策の推進

エゾシカ対策については、管内の市や町と協定を結び
捕獲連携事業（国：林道除雪・誘引、市町：個体捕獲・
処理）を実施しています。

近年、記録的な大雨などによる山地災害が多発傾向に
あります。空知地方のような積雪寒冷地帯では、地すべ
りなどで森林が破壊されると回復するまで長い時間がか
かります。

山地災害の復旧は当然のことですが、特に人家や道路
などが近くにある森林では、災害の予防工事を施すなど
保安林の機能を高める必要があります。人が森林の再生
に手を貸すことで、森林の回復を早め、新たな災害を未
然に防いでくれるのです。

整備された防風保安林
（美唄市：岩見沢担当区）

捕獲連携事業 誘引作業
（芦別市 辺渓担当区）



単位：ha、％

市町村
区域面積

(A) 
森林面積

(B) 
国有林面積

(C）
民有林

森林率
B/A

国有林比
C/B

夕 張 市 76,307 69,130 62,472 6,658 91 90

岩見沢市 48,102 16,076 3,375 12,701 33 21

美 唄 市 27,769 12,207 1,774 10,434 44 15

芦 別 市 86,504 75,697 68,868 6,829 88 91

赤 平 市 12,988 9,459 1,451 8,008 73 15

三 笠 市 30,252 25,775 20,249 5,525 85 79

南 幌 町 8,136 145 29 117 2 20

由 仁 町 13,374 4,806 466 4,341 36 10

長 沼 町 16,852 1,840 1,169 672 11 63

栗 山 町 20,393 10,528 4,250 6,278 52 40

月 形 町 15,040 8,916 122 8,794 59 1

合    計 355,717 234,581 164,225 70,356 66 70

注１)  区域面積は｢第133回 北海道統計書」（令和8年北海道総合政策部）による。

 ２）森林面積は｢令和6年度 北海道林業統計｣（令和8年3月 北海道水産林務部）による。

 ３）国有林面積は、北海道森林管理局所管国有林及びその他国有林である。

 ４）計は四捨五入のため必ずしも一致しない。

-4-

民有林行政と連携した取組を進めています

民有林行政との連携

地域における森林整備や林業・林産業の活性化を図るためには、流域を単位として民有林
と国有林で協調しながら計画を立て、事業を進めることが重要です。

このため、民有林行政を担当する振興局や市町などと連携して、流域の課題やニ－ズの的
確な把握、森林計画等の策定のための意見調整などを進めています。

森林の現況（市町村別土地面積及び森林面積）

石狩空知地域林政連絡会議地域林業の現状共有にむけた
打ち合わせ
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流域を単位に民有林行政と
連携した取組を進めています森林・林業技術者等の育成

国有林のフィールドや技術力を活用し、森林・林業技術を支援する森林総合監理士（フォレ
スター）等の育成を推進するとともに、北海道空知総合振興局とも連携しながら、市町におけ
る森林・林業技術の育成に向けた取り組みを実施しています。

トピックス

合同労働安全パトロール

市町村森林整備計画実行管理推進
チーム活動でのドローン操作説明

全天球カメラを使用した林況調査
（市町村林政連絡会議にて）

笹の繁茂・エゾシカの食害などにより後継樹が成育できず公益的機能の劣化した天

然林を対象として、森林の持つ機能を回復させ林分構造・樹種構成の多様性を図ることを目的
とする「樹群択伐天然更新施業」を試行的に実施しました。

種子の定着を促す更新補助作業として地表面の笹等を除去する「かき起こし」や、伐根を
ひっくり返す「根返し」を行うことで天然力を活用して次世代の樹木を更新させることを目指
しており、今後更新状況の検証を行って参ります。

かき起こし実施状況

樹群択伐天然更新施業を試行的に実施

根返し後の状況

岩見沢農業高校
インターンシップ
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森林・林業の再生に向けた
取組を進めています

低コスト・高効率作業システムの推進

木材利用の推進

北海道における森林・林業の再生に向けて、北海道
型作業システムにおける低コスト化の検証、誘導伐と
苗木植栽のための地拵え作業の一括発注など効果的か
つ効率的な森林整備のための技術体系の確立・定着に
取り組むとともに、民国一体となった森林整備の普及
に取り組みます。

また、計画的な森林整備を進めるために欠かせな
い、丈夫で簡易、低コストな路網づくりを進めていま
す。

森林の有する公益的機能を最大限に発揮するために
行う森林整備に伴い生産された木材は、持続的・計画
的に供給し、その収益は次の森林整備へ循環していき
ます。

素材（丸太）生産
（芦別市 辺渓担当区）

森林吸収源対策の推進

森林整備と木材の安定供給

人と地球に優しい素材として再生可能な資源で
ある木材の有効利用を図るため間伐材の利用を推
進しています。

また、国有林では治山や林道工事等に積極的に
間伐材を使用しています。

木製校倉式土留工
（芦別市 落辺担当区）

森林は、二酸化炭素を吸収することにより、地球
温暖化防止に貢献する働きがあり、二酸化炭素吸収
料を確保・強化するため、再造林や間伐等の森林整
備を推進し、健全な森林を育成しています。

林業専用道（新奥登川）
（夕張市 沼の沢担当区）

ハーベスタによる間伐作業
（芦別市 辺渓担当区）



民有林との連携した
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自然豊かな国有林で

緑と友達になってください

国民の皆さまが身近に森林とふれあえる場として、管内に自然休養林、自然観察
教育林野外スポーツ地域などのレクリエーションの森を設定しています。

利根別自然休養林
（岩見沢市 岩見沢担当区）

南幌自然観察教育林
（南幌町 由仁担当区）

馬追自然の森自然観察教育林
（長沼町 由仁担当区）

桂沢スキー場
（三笠市 幾春別担当区）

国有林では、森林とのふれあいや企業の社会的責任活動などの国民の多様な要請
に応えるため、協定締結によるフィールドの提供や必要な技術指導を行うなど国民
による国有林野の積極的な利用を推進しています。空知森林管理署では６協定の締
結をしています。

マレウレウの森
（栗山町 紅葉山担当区）

夕張岳森林パトロール
（夕張市 夕張岳担当区）

レクリエーションの森

協定締結による国民参加の森林づくり
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令和8年度の主な事業量

沿  革

明治23年（1890年）

明治41年（1908年）

昭和22年（1947年）

平成11年（1999年）

平成13年（2001年）

平成16年（2004年）

平成25年（2013年）

　御料林札幌支庁空知出張所設置（旧宮内省所管御料林）

   札幌に営林区設置（旧内務省所管国有林）　　

   一般会計化に伴う内部組織の再編によりグループ制となる

   林政統一により岩見沢営林署設置（旧内務省所管国有林）

   空知森林管理署に組織再編

　芦別事務所が廃止され空知森林管理署に統合

　夕張事務所が廃止され空知森林管理署に統合

区 分 単位 事業量・金額 備 考

収穫量
主伐 m3 49,400 

間伐 m3 124,400 

販売量

立木販売 m3 69,000 

製品販売 m3 64,000 

造林
更新 ha 131 

保育 ha 348 

林道 新設 m 1,925 クルキ支線林道（林業専用道）

治山事業 百万円 233 ５か所分

注１：事業量は、翌債・明許含む合計で記載。

注２：造林の保育は、下刈・つる切・除伐の合計。



森林事務所の所在地
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組  織

名　　称 郵便番号 所　在　地 電話番号

 岩見沢森林事務所

 （岩見沢、万字）

 幾春別森林事務所

（桂沢、幾春別）

068-0003  岩見沢市３条東１７丁目３４ 0126-22-1694

 由仁森林事務所

 （由仁、継立）
069-1205  夕張郡由仁町中央１３１ 0123-83-2200

 夕張森林事務所

 （夕張、前主夕張）

 奥主夕張森林事務所

 （奥主夕張、夕張岳）

 南部森林事務所

 沼の沢森林事務所

 紅葉山森林事務所

068-0424  夕張市千代田５
0123-56-5211

0123-56-5212

 辺渓森林事務所

 （辺渓、平岸、落辺）

 野花南森林事務所

079-1371  芦別市上芦別町１７６ 0124-22-2374

 西芦別森林事務所

 （西芦別、頼城）

 咲別森林事務所

 （咲別、惣芦別）

 幌子森林事務所

079-1371  芦別市上芦別町１７６ 0124-22-5700

主任事務管理官

〔総務〕

森林技術指導官

首席森林官（夕張、前主夕張）

森林整備官

〔森林育成〕

総括森林整備官

首席森林官（由仁、継立）

首席森林官（桂沢、幾春別）

首席森林官（岩見沢、万字）

森林情報管理官

地域技術官

地域技術官

次　　　長

署　　　長

事務管理官

〔管理〕

主任森林整備官

〔経営・森林育成〕

主任森林整備官

〔土木・森林ふれあい〕

上席森林整備官

事務管理官

〔経理〕

【総務グループ】 【業務グループ】 【治山グループ】

森林整備官

〔土木〕

森林整備官

〔資源活用〕

総括治山技術官

治山技術官

総括事務管理官

森林官（野花南）

首席森林官（西芦別、頼城）

首席森林官（咲別、惣芦別）

森林官（幌子）

地域統括森林官（奥主夕張、夕張岳）

森林官（南部）

森林官（沼の沢）

森林官（紅葉山）

地域統括森林官（辺渓、平岸、落辺）



至札幌 至旭川

ＪＲ岩見沢駅

2条通

         裁判所

岩見沢地方合同庁舎

6条通

 国道12号

岩見沢市立病院

       岩見沢市役所

4条通

バスターミナル

林野庁 北海道森林管理局

  空知森林管理署
〒 068-0003

 北海道岩見沢市３条東１７丁目３４番地

ＴＥＬ ０１２６－２２－１９４０

ＪＲ岩見沢駅

中央バス

岩見沢ターミナル

日の出台・栄町循環線

（栄町先回り）

森林管理署で下車

徒 歩 ３ 分

空知森林管理署

国民の森林・国有林
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